
CPU／メモリ／ストレージ

➊ CPUは「1GHz以上で稼働する2コア以上のもの」が必要

❷ Windows 11はIntel、AMD、Qualcommの64bit CPU／SoCをサポートしている。

32bit CPU／SoCはサポートしない。メインメモリは4GB以上、ストレージは64GB

❸ Windows 11はIntel、AMD、Qualcommの64bit CPU／SoCをサポート

している。32bit CPU／SoCはサポートしない。メインメモリは4GB以上、

ストレージは64GB以上の容量が必須となる。

❹ 設計的な世代（マイクロアーキテクチャ）だけでサポートの可否を決めているわけでは

なく、例えばIntel製CPUなら同世代でも「デスクトップ／モバイル向け

（Coreプロセッサ）はNG、サーバ／ワークステーション向け（Xeonプロセッサ）はOK」

と取れる表記もある。

❺ デスクトップ／モバイル向けCPUという範囲に絞ると、Intelは第8世代以降のCore

プロセッサ、AMDは「Zen+」以降のアーキテクチャを採用するRyzenプロセッサが

対応の目安となっている。詳細は、Microsoftが公開している一覧表を参照してほしい。

CPU／メモリ／ストレージ

Windows11必要要件



INTEL CPU

Windows Processor Requirements Windows 11 Supported Intel Processors | Microsoft Docs

AMD CPU

Windows Processor Requirements Windows 11 Supported AMD Processors | Microsoft Docs

ファ－ムウェア

➊ Windows 11では、PC／タブレットのファームウェアとして、OSの電子署名を

照合する「Secure Boot（セキュアブート）」を有効化したUEFIの利用が

必須となる。

❷ Secure Bootが有効かどうかは「システム情報」（msinfo32.exe）を使って確認。

スタートメニューで「msinfo32」を検索して実行



TPM（セキュリティ－モジュ－ル）

➊ Windows 11では、「TPM 2.0」に準拠するTPM（セキュリティチップ）の搭載

が必須となる。TPM 2.0に対応しているPC／タブレットでも、出荷時に無効化されて

いたり、プリインストールOSの都合で出荷時に「TPM 1.2互換」の設定がなされて

いたりするケースもある。TPMチップの有無やチップが準拠しているバージョンは

「Windowsセキュリティ」を使って調べられる。スタートメニューで「セキュリティ

プロセッサ」を検索

GPU／ディスプレイ

➊ GPU（グラフィックスカード）はDirectX 12に対応するものが必須で、そのデバイス

ドライバーは「WDDM（Windows Device Driver Model） 2.0」以上に

準拠する必要がある。

・サイズ:9型以上（デスクトップPCを除く）

・解像度:720p（HD:1280×720ピクセル）以上

・表示色:8bit（256色）以上

❷ GPUが対応しているDirectXのバージョンと使っているデバイスドライバーの仕様は

「DirectX 診断ツール」（dxdiag.exe）を使って調べられる。

スタートメニューで「dxdiag」を検索して実行



EDITION/NETWORK

用意されているEDITIONは下記です。



Windows 11 Home

Windows 11 Pro

Windows 11 Pro Education

Windows 11 Pro for Workstations

Windows 11 Enterprise

Windows 11 Education

Windows 11 IoT Enterprise

Windows 11 Homeでは、セットアップ時にインターネット接続と「Microsoftアカウント」が

必須となる。

動作確認
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個人的見解 Moin11アプリが何が不足しているか解る。


